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公共交通におけるDX推進
－持続的な仕組み作りに向けたみちのりグループの取組紹介－

2021年9⽉8⽇
株式会社みちのりホールディングス
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みちのりホールディングス 会社概要
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会社名 株式会社みちのりホールディングス Michinori Holdings, Inc

住所

連絡先

設立の目的

【東京事業所】
〒100-0006
東京都千代田区有楽町1-10-1
有楽町ビル7階

TEL   03-6250-1071 
FAX   03-6250-5620

傘下の公共交通事業体の持株機能及び長期的・持続的な事業価値の向上

設立年月日

資本金

株主

2009年3月16日

資本金3億円（2010年4月1日）

株式会社経営共創基盤 100%

代表取締役グループCEO 松本 順 （株式会社経営共創基盤 マネージングディレクター）
（株式会社日本共創プラットフォーム 取締役専務）

取締役 冨山和彦 （株式会社経営共創基盤 IGPIグループ会長）
（株式会社日本共創プラットフォーム 代表取締役社長）

取締役 関 敦彦

役員

【本社】
〒100-6608
東京都千代田区丸の内1-9-2
グラントウキョウサウスタワー8階

TEL   03-4562-1520
FAX   03-4562-1100

E-mail  info@michinori.co.jp



Michinori Holdings All Rights Reserved

みちのりグループ

- 2 -

みちのりグループ

4,925人

経営共創基盤

みちのり
ホールディングス

計

100%出資

従業員

車両
（バス）

車両
（その他）

2,417台

岩手県北バス
グループ

413台

879人

1隻（遊覧船）
16台（カーシェア等）

・岩手県北自動車

・東日本交通

・みちのりトラベル東北

・浄土ヶ浜パークホテル

・宮古エコカー

シェアリング

福島交通
グループ

551台

977人

6編成14両
（鉄道）

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険

サービス

会津バス
グループ

196台

459人

99台
（タクシー）

・会津乗合自動車

・会津トラベル

サービス

・ATS保険サービ ス

・あいづスタッフ

関東自動車
グループ

617台

1,082人

・関東自動車

・関東自動車整備

・関東ツアー

サービス

・やしお観光バス

・那須交通

茨城交通
グループ

640台

1,393人

105台（タクシー）

197台（レンタカー）

・茨城交通

・運行マネジメント

サービス

・電鉄タクシー

・ひたちなか海浜

鉄道（49%出資）

湘南
モノレール

119人

7編成21両
（鉄道）

みちのり
トラベル
ジャパン

4人

※従業員数・車両台数は2019年9月30日時点

100%出資

12人
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みちのりグループ各社の事業内容
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社員 約4,900人
バス 約2,400台

みちのり
ホールディングス

100%出資

その他

交通
事業

観光
事業

岩手県北
バス

グループ

乗

高

貸

旅

船

JPH

福島交通
グループ

鉄

乗

高

貸

旅

整

乗合バス

高速バス

鉄道

タクシー

貸切バス

観光船

ホテル

旅行

整備

不動産

車両管理

会津バス
グループ

乗

高

貸

旅

整

タク

車

湘南
モノレール

鉄

不

茨城交通
グループ

鉄

乗

高

貸

旅

整

タク

不

関東自動車
グループ

乗

高

貸

旅

整

車

鉄

車
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グループ経営「縦串と横串」
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岩手県北
バス

グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東自動車
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

みちのり
HD

横串
メンバー

プロパー社員との緊密なコミュニケーション

安全対策（事故防止策の横展開、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

経営管理・ビジョン共有・営業企画

旅行（新型企画の横展開、共同企画・海外インバウンド）

ICTの実装・新規事業の立ち上げ

整備（整備基準のベンチマーキング・車両修繕費削減・燃費改善）

共同購買（車両、IC、ドライブレコーダー、情報システムなど）

WEBマーケティング・プロモーション

オペレーション共有（人事制度改革、営業企画など）
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本⽇の講演のテーマ

頂戴したテーマ
みちのりホールディングスにおけるＭａａＳ・ＧＴＦＳの取組事例

、そのポイント⾃治体における⾃動運転実証実験のポイント、実験
の成果を地域公共交通にどのように活かしていくべきか

今⽇のストーリー
変化の激ししMaaSや⾃動運転の取組がどのような背景で進んで

いるかの認識の共有
各取組の概要、それぞれのPJの狙い、課題感の共有
チャンレンジを定着・実現するために取り組んでいることの共有

- 5 -
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⽬次
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1. 公共交通を取り巻く変化

2. どのような取組を、どのようにするのか

3. みちのりHDの具体的な取組について

4. 実証の成果を定着させるために

5. 質疑
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公共交通を取り巻く変化
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技術⾰新
（CASE） 巨額の投資

社会
（ライフスタイルの変化）

制度・規制の変⾰

公共交通

IT業界で巨額な収益を
上げるGAFA＋BATが
技術開発へ投資

制度⾯での改⾰
（例えば⾃動運転）

⾃動⾞メーカーや
IT企業が技術⾰新
をけん引

⾃動運転
シェアリングサービス
で新規参⼊
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IT⼤⼿のモビリティへの参⼊
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Autonomous（⾃動運転） Electrification(電動化）

Service/Sharing（サービス化）

【出典】各社サイトから引⽤
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⾃動⾞メーカー⾃らもモビリティサービス会社に転換
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約100年前、⽶国に1,500万頭いたとされる⾺は、現在では
1,500万台の⾃動⾞に置き変わりました。いまはその時と同
じか、それ以上のパラダイムチェンジを迎えているのではな
いでしょうか。まさに、⾃動⾞業界は「100年に⼀度の
⼤変⾰の時代」に⼊っていると、⽇々実感しています。
「電動化」「⾃動化」「コネクティッド」「シェアリング」
などの技術⾰新は急速に進み、新しい競争ルールで、新し
いライバルたちと、「勝つか負けるか」ではなく、「⽣き
るか死ぬか」の闘いが始まっています。

私は、トヨタを「⾃動⾞をつくる会社」から、「モビリティカ
ンパニー」にモデルチェンジすることを決断しました。すなわち、
世界中の⼈々の「移動」に関わるあらゆるサービスを提供する会社に
なるということです。
（途中略）
こうした出会いを通じて、私は「モビリティによって、すべての⼈
に移動の⾃由と楽しさをお届けすること。“Mobility for All”をめざす
ことこそが、⾃動⾞会社がやるべきこと」だとの考えをさらに強めま
した。そして、私たちが忘れてはいけないもう⼀つの軸は、それが愛
の付くモビリティであることです。「愛⾞」と呼ばれるように、クル
マには愛が付きます。⾃動⾞会社出⾝であるトヨタのモビリティには、
必ず愛が付くことにこだわっていきたいと思います。 【出展】トヨタ社2018年度IR資料から抜粋
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OEMが⽬指す変化
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【出展】トヨタ社WEBサイトおよびIR資料から抜粋

多様性への対応・協業

安く、品質の⾼い⾃動⾞の提供 全ての⼈の移動を⽀える
モビリティサービスの提供

⼤量⽣産・⼤量消費
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海外の⾃動⾞メーカーでもモリティサービス（2014年に早くもスタート）
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【出典】Daimler社資料より抜粋

Emergenceなスタートアップ、公共交通機関との連携
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どんなサービスなのか︖
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都市内の交通⼿段を検索から予約までできる
アプリサービス （2013年スタート）

乗り捨て型のカーシェアリングサービス
（2008年スタート、2019年時点で400万⼈の
会員を抱える世界最⼤のカーシェア会社）

【出典】Moocvel社およびCar2Go社サイトより引⽤
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海外の⾃動⾞メーカーはさらに⼀歩進んでライバルと連携
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【出典】Daimler社資料より抜粋

グループの垣根を超えてオールドイツで連携（新たなエコシステムの構築）
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プレイヤーが増え、選択肢が増えることはいいが選ぶのは⼤変
→ Mobility as a Service (MaaS)
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これまでの公共交通利用 MaaS

個別に検索・予約・決済
一括で検索・予約・決済（シームレス）

地域内での定額サービスも可

エアライン 新幹線

鉄道

バス

航路

タクシー

シェアサイクル

エアライン 新幹線

鉄道

バス

航路

タクシー

シェアサイクルAIオンデマンドバス

スマートフォン
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⾝近なところでも始まる変化
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ここまでのまとめ

MaaSや⾃動運転の取組は公共交通の周辺で積極的に進んでおり、
今後もその流れは続きそう。

巨額の投資によって技術⾰新が進んでおり、それに合わせた政策や制
度が変わり、徐々に社会（⽣活）に浸透している。

公共交通側も外側で広がる⼤きな動きを傍観するのではなく、積極的
に取組を進める異業種と連携することで、得られるものを取っていく。

- 16 -
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⽬次
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1. 公共交通を取り巻く変化

2. どのような取組を、どのようにするのか

3. みちのりHDの具体的な取組について

4. 実証の成果を定着させるために

5. 質疑
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地⽅都市における移動を取り巻く課題

 持続可能で多様なライフスタイルに転換する社会構造に合わせて、交通に求められるニーズが変化しつつある。
 ⾃動運転をはじめとするCASEと呼ばれる⼤きな技術⾰新によって、持続可能なモビリティサービスの実現が求められる。
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⾼度成⻑期 安定成⻑期 持続可能な成⻑

⾃動運転技術(Autonomous)

MaaS(Sharing/Connected)

EV・FCV （Energy）

CASEの技術⾰新を適⽤

⼈⼝増加・⼤規模開発
所得拡⼤

都市可集中・スプロール化
⼤量⽣産・消費

⼈⼝減少・少⼦⾼齢化
多様化

⼤量輸送
輸送⼒不⾜

モータリゼーション
利⽤者減少

ライフスタイルの多様化
モビリティサービス
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それぞれのテーマは独⽴ではなく、連携して公共交通の進化を促す
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Shared & Service

Autonomous

Connected

電気バス

（環境対応）

U

U

EV

自動運転バス

持続可能な

モビリティサービス
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みちのりグループで取組んでいるプロジェクトの全体像 → 利便性改善と⽣産性向上
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Connected

Electrification

Services

Autonomous
 ⾃動運転技術の実証
 ⽇⽴市（ひたちBRT)
 常陸太⽥市（ラストマイル）

 MaaS
 DR（AIデマンド）
 キャッシュレス決済
 WEBマーケ

 ⾞輌の電動化
 EVバスの導⼊

 データ標準化（GTFS）
 GTFSハブシステム

 スマートバス停
 スマートバス停

 ⾞輌データの収集・活⽤
（ex.バスロケ、Wifi)
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トランスフォーメーション

DX

CX

みちのりの
現在地
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⽬次
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1. 公共交通を取り巻く変化

2. どのような取組を、どのようにするのか

3. みちのりHDの具体的な取組について

4. 実証の成果を定着させるために

5. 質疑
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⾃動運転の取組
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⾃動運転の実装をなぜ⽬指すのか︖
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本当にコスト削減︖

運転⼿の⼈件費

センサー満載の⾃動運転⾞両
遠隔監視が出来る⾼度⼈材

最新のIoT／ICT機器
…
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オペレーターにとっての⾃動運転の本質的な価値
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省⼒化・少⼈化 柔軟性

利⽤者利便の向上／サービスの横展開性の⾼さ
➾持続可能なビジネスモデルの構築
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みちのりグループで⽬指す⾃動運転サービス
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⾃宅からバス停までの数km
ラストワンマイル⾃動運転

郊外から中⼼地への
バスの⾃動運転（BRT専⽤道）

中⼼地でのデマンド交通
デマンド型⾃動運転

多様な交通⼿段をシームレスに接続
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⽬指すのは新しいモビリティサービス
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⾃動運転×MaaSの両輪を進めることが必要⼗分条件
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みちのりHDで取組を進める実証実験
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MaaS（基幹交通との連携）

基幹交通の⾃動運転化 MaaS（都市内のAIデマンド）

MaaS（多様な交通⼿段の統合）

ラストワンマイル⾃動運転（⼭間地型）

ラストワンマイル⾃動運転（郊外型）

⽇⽴市⾦沢団地＠FY20

常陸太⽥市⾼倉＠FY19

⽇⽴市⼤甕駅＠FY18

ひたちBRT＠FY18／20

⽇⽴市⼤沼
＠FY19／20

⽇⽴市城南台＠FY20
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オペレーターの役割は何か︖
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⾃動運転⾞両
の開発

遠隔
監視技術

⾞両管制
技術

法制度の
議論

法制度の
運⽤・解釈

利⽤者接点
（料⾦徴収）

緊急時の
対応⽅法

⾃動運転技術が実装されることを前提に、サービス化した際に必要なものを探索

⾞両の
メンテナンス

最適な⾞両
運⽤

ビジネスモデル
の検討

スムーズな
乗降者
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みちのりグループの取り組み紹介
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PJサイト
（http://autonomousbus-project.com/）
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バス専⽤道を持つ「ひたちBRT」のご紹介
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茨城県⽇⽴市

⼀般道路
専⽤道路
営業所

⼀般道路︓1.3km

専⽤道路︓6.0km

専⽤道路︓0.7km

全⻑約8.0kmの路線、⼀⽇約150便が運⾏

バス専⽤道を持った⾛⾏環境

鉄道の廃線跡地に専⽤道路を敷設*1

*1.ほっとメール@ひたちから引⽤
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整備された専⽤道路と多様な⾛⾏環境の⼀般道路
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⼀般⾞両の進⼊を防ぐバーゲート バス専⽤の管制信号

⼀般⾞両と混在するラウンドアバウト ⾼架橋の下をくぐるアンダーパス

BRT
専⽤道

⼀般
道路
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FY20の⾃動運転実証
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• 2週間の試験実証/無償運⾏
• 運⾏本数︓8便
• ⼩型バス（ポンチョ/着席定員8名）
• 延べ乗⾞⼈数︓544⼈
• ⾛⾏距離︓約3km
• 信号協調/⼈感センサー（1か所）
• 体験モデルアプリの提供

2018年度実証 2020年度実証（11⽉30⽇〜）

• 4か⽉間の⻑期実証/有償運⾏
• 運⾏本数︓平⽇8便/休⽇6便
• 中型バス（エルガミオ/着席定員25名）
• ⽬標︓4,000⼈（最⼤15,600⼈）
• ⾛⾏距離約10km
• 路側センサー（⼈と⾞）（3か所）
• MaaSアプリ、AIデマンドとの連携

⾛⾏予定ルート（⻘線︓実⾞/⾚線︓回送）

• ⾛⾏レベル︓レベル２ （⼀般道）／レベル３（専⽤道）
• ⾞両︓いすゞ エルガミオ
• ⾃⾞位置推定︓⾼性能GPS＋IMU（ジャイロ）＋磁気

マーカー
• 障害物検知︓前⽅/後⽅Lidar（距離測定）

＋カメラ（物体認識）
• 安全監視 ︓遠隔監視システム（KDDI)
• 路側センサー︓住友電⼯、⼩⽷製作所、パイオニア（PSSI)

⾃動運転の技術仕様
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⾃動運転バスの運⾏（MaaSとの連携項⽬）

 ⼤沼BRTバス停からラストワンマイルの乗り物と連携し、シームレスな利⽤環境の提供を⽬指す。
→事故とコロナの影響で実施を延期。（5⽉以降のタイミングでの実施を検討）
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インフラ協調システム（住友電⼯提供）

 ⾃動運転⾞単独では右左折が難しい交差点にセンサを設置し、安全・円滑な⾃動運転を⽀援します。

- 35 -
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死⾓⽀援システム（⼩⽷製作所／コイト電⼯提供）

 ⾃律⾛⾏での安全確保が難しい状況においても路側から視覚情報を提供し、⾃律⾛⾏が継続可能となるよう⽀援します
。

- 36 -
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交差点監視システム（パイオニアスマートセンシングイノベーションズ【ＰＳＳＩ】提供）

 ⾃社開発の3D-LiDARで交差点内外を⾛⾏する⾞両を検知、その存在とリスク度合いを事前に⾃動運転バスと乗客に
知らせます。

- 37 -
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⾃動運転⽤遠隔監視システム（ＫＤＤＩ／ＫＤＤＩ総合研究所）

 ⾃動運転バスを遠隔から監視するだけでなく、⾃動運転バスを⽀援する路側に設置されたセンサーの稼働状況も⼀元的に
モニタリングする仕組みを搭載しています。

- 38 -
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“リアル”な実装を⽬指す中での経験

- 39 -
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みちのりホールディングスの⾃動運転のコンセプト

- 40 -

自動運転バスは、いわば、まちを泳ぐ魚群なのだ。

⾃動運転バスにラッピングしている⿂群の絵は、⼩さな⿂が群れを作って泳ぐ様が、まるで⼀つの「⾃⽴した意思」を持ったシステムの
ように⾒えることにヒントを得たデザインです。⼀匹、⼀匹の⿂は⾃⽴した⼀つの個体ですが、全体として調和したシステムのように
振る舞う。
街に導⼊されていく⾃動運転バスが、全体で⼀つのシステムとして機能する将来をイメージしています。
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ラストワンマイル自動運転の取組

2017年10⽉
（道の駅 ひたちおおた）

2019年7⽉
（⾼倉地域）

道の駅
ひたちおおた

⾼倉地域

東京

⾼速バス

路線バス

 路線バスとの接続
 有償運送
 遠隔監視システム
 UI/UXの⾼度化
 ⻑期実証（約1か⽉）

 道の駅近隣集落・貨客混載
 無償（体験乗⾞）
 監視システムなし
 事前申込制
 短期実証（7⽇間）

市街
地
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2019年度の常陸太⽥市の実証概要
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走行ルート

スマートバス停

バス停での
待ち客検知

障害物検知

電磁誘導線

交流センター
【⾛⾏場所】

• ⾛⾏路 ︓集落内の⼀般道（1.8km）

• 沿線の世帯数30世帯／⼈⼝約80⼈

• ⾛⾏速度 ︓⾃動運転時 12km/h

【実証概要】

• 2019年6⽉23⽇〜7⽉21⽇ （29⽇間）

• 1回定員 6⼈(1⼈は保安員）

• 平⽇︓定期便6便、休⽇3便 （随時デマンド⾛⾏）

【⾃動運転⾞両に関する情報】

• ⾛⾏レベル︓レベル２（⼀般道）

• ⾞両︓ヤマハ発動機製

• ⾃⾞位置推定︓電磁誘導線

• 障害物検知︓ステレオカメラ・LiDAR

• 安全監視 ︓遠隔監視システム（KDDI社)

• 路側LiDARによる障害物検知システム／バス停の⼈検知

• スマートバス停での呼び出しシステム
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遠隔から利⽤者の安全を担保する仕組み

- 43 -

遠隔の交通事業者 協⼒する地元

⾞内カメラ・⾳声

路側センサー
（落下物・⾶び出し）

遠隔から
常時監視

単純作業
の委託

落下物の除去
緊急時駆けつけ

→将来的に遠隔操作
（レベル４へ移⾏）
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MaaS
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地域版MaaSのロードマップ
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多様なMaaSアプリ

標準化＋オープン化

運⾏情報
予約在庫

チケット発券

地域内の移動サービスを
「まとめる」＋「増やす」

• 検索
• 決裁
• 発券

域内の
サービスを

定額で利⽤

省⼒化・効率化
で持続性確保

UI/UX
の深化・統合

サービスの多様化
（エリアと種類の充実）

⾃動運転バス

ラスワンマイル
無⼈運転

貨客混載

統合

定額化

収益⼒強化

バス

タクシー

BRT

デマンド
サービス

他地域のアプリからも利⽤可能

スマホで
移動が完結

相乗り
サービス

シェアリング
サービス

⽇⽴版MaaS

都市内の
データを集約



Michinori Holdings All Rights Reserved

MaaSの取組

- 46 -

 MaaSで利⽤できる共通基盤を構築することで、複数事業者での販売を同⼀システムで実施。
 販売チャネルに依らないチケット発券の仕組みを構築。

各社WEBサイト

インバウンド向けアプリ

国内向けMaaSアプリ

【ひたち】
• 茨交（路線、⾼
速）、海浜鉄道

【会津】
• 会津バス、会津
鉄道

利⽤者利⽤接点地域MaaS基盤交通事業者

地域の交通事業者
のデータ基盤

運⾏情報・価格

在庫情報

料⾦精算

チケット発券・管理

共通基盤化で
交通事業者の

⼿間とコスト削減

鉄道,バス,タクシー
レンタカー,
カーシェア,
サイクルシェア

地元住⺠も
観光客も使える

MaaS
店舗情報
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デジタルチケットの共通化

 複数のAPP・WEBの販路で乗⾞券を販売するため、券種デザイン・表⽰内容、セキュリティ（偽造防⽌）などにばらつきが
あると、乗務員が真贋判定をすることが困難。

 また発券したチケットの管理（消込）、精算時の利⽤実績収取など、交通事業者側の運⽤における課題であり、チケット
の統⼀化を実現し、交通事業者側の受⼊れも容易な形でシステムを実装。

- 47 -
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共通基盤を活⽤した販売画⾯の例（ジョルダン社 乗換案内）

- 48 -

北いわて
MaaS

決済＋
必要情報
の入力
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システム連携基盤の準備＿チケット利⽤フロー

 スマホアプリではQRチケットを表⽰し、認証機器によるQRチケットの読み取りや、乗務員による⽬視確認を⾏う仕様とした。

- 49 -

チケットの購⼊ チケットの使⽤ チケット使⽤後
周遊券の場合

都度乗⾞券の場合

使⽤後は消える
整理券を取る

利⽤ボタンの押下

回数券投⼊
チケットの確認

（⽬視の場合）

リーダーで読取
（リーダーの場合）

利⽤ボタンの押下

チケットの確認
（⽬視の場合）
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会津Samurai MaaS/ひたちMaaS での取組概要
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会津Samurai MaaS ひたちMaaS

共通MaaS基盤の構築

運⾏データの提供
（標準化・オープン化）

デジタルチケット発券システム
（券⾯デザインの標準化）

販売チャネルの多様化
（アプリ・WEBでの販路）

モビリティ
サービス

の多様化

⾃動運転バス DRデマンド グリスロ

会津Samurai MaaS協議会
【協議会構成員】
会津乗合⾃動⾞、会津鉄道、東⽇本旅客鉄道、デザイニウム、⽇本電
気、アルプスアルパイン、三菱商事、会津若松市、福島⼤学、KCS
【オブザーバー】 ITS Japan、会津⼤学

ひたち圏域新モビリティサービス推進協議会
⽇⽴市、ひたちなか市、⾼萩市、東海村、茨城県、関東運輸局、株式
会社⽇⽴製作所、ひたちなか海浜鉄道株式会社、株式会社常陽銀
⾏、国⽴⼤学法⼈茨城⼤学、茨城交通株式会社、電鉄タクシー株
式会社、株式会社みちのりホールディングス

利便性向上
の取組

• バスや鉄道とDRデマンドを乗換
検索上で⼀緒に検索

• 地域の店舗商品×交通チケット
の⾃由な組み合わせ販売

• 券種の拡⼤（海浜鉄道、⾼速
バス）

• 組み合わせ⾃由なチケット販売
（ぐるっとぱす、⼤内宿周遊券など）

• MaaSの情報鮮度の向上
 運休情報のリアルタイム発信
 店舗情報の標準化・オープン化
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データのオープン化・標準化
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利⽤者にとって使いやすいサービスを実現する
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DX投資
標準化

＆オープンデータ化

利⽤者の
利便性向上

利⽤者数の
増加

売上（運賃収⼊）
の増加

投資余⼒の創出
（事業利益） ︖

このループを成⽴させるための取組を模索



Michinori Holdings All Rights Reserved

データのオープン化で期待するFB
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オープンデータ

データ活⽤の積極的な提案
→データを活⽤した論⽂執筆

データの外部からのチェック
→間違いを外部から指摘

⾃発的なデータ分析
→路線の可視化
→定常的な遅れを分析
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みちのりグループのデータの標準化とオープン化の取組
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 ⾃社グループの運⾏データの標準化とオープン化を⾃⼰投資で2018年にいち早く実現

公共交通データHUBシステム
：https://www.ptd-hs.jp/

※サイトはジョルダン社が運営し、データの利活環
境構築を委託。利⽤は「クリエイティブ・コモンズ・
ライセンス 表⽰4.0.国際」に準拠。

公共交通
データ

Hubシステム
（2018年
9⽉から稼

働）

バス
利⽤者

スマホ

多様な
利⽤接点

サイネージ

バス停

多様な
データ活⽤

業務や研究

データ分析

サービス改善

利⽤登録
によって
データは
無償提供

運⾏データ
（ダイア、運賃、バ
ス停情報など）

データを
GTFSに変換

（現在は外注）

運⾏データ
（バスロケ情報）

データ提供は⾃動
（APIで接続）
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バスロケ・リアルタイム検索
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ダイヤ作成・
運⾏管理

運⾏に関わる情報を
⼀元管理

バス⾞両
GPS位置情報

⾞内カメラ
画像データ

利⽤者画⾯イメージ

 バスのリアルタイムな各種情報をスマートフォン、PC等でいつでもどこでも確認できる
 各種データはGTFSに準拠し、Googleマップ等の地図情報サービスにも対応可能

AIによる画像解析にて
⾞両内の⼈数をカウント

バスロケーション
システム

混雑情報提供
システム

バスの現在地から各停留
所への到着時間を⾃動計
算にて予測

GTFS*

*General Transit Feed Specification
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経路最適型呼出バス（DR/AIデマンド）
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従来の路線バス（定時定路線） 呼出型最適経路バス

〈イメージ〉

VBS

経路最適型呼出バス（DR/AIデマンド）

- 57 -

 利⽤者のリクエスト（出発地、⽬的地、時間等）に応じて、AIが全体最適の経路と時刻（ダイヤ）を算出する。リクエスト
がある時間と場所にのみ運⾏し、リクエストがなければ運⾏しない。

 バーチャルバス停（VBS）という、標柱がないシステムのMAP上のバス停を多数設定する。
 リクエストされた出発･⽬的地に近いVBSまで（から）利⽤者に歩いてもらうことで、ドアtoドアよりも効率的なルーティングと

なるため、より多くの利⽤者を乗せることができる。



Michinori Holdings All Rights Reserved

どのようなサービスなのか︖

- 58 -

ひたち・
最適ルートバス

路線バス

タクシー

少⼈数
⾃由な⾏先

少ない待ち時間
⾼い運賃

⼤⼈数
決まった⾏先
決まったダイア

安い運賃

中⼈数
⾃由な⾏先

少ない待ち時間
中くらいの運賃



Michinori Holdings All Rights Reserved

バーチャルバス停（VBS）

 サービスエリアに満遍なくバーチャルバス停を設置することで、より便利な場所、より近い場所でのバス乗降が可能

- 59 -

既存のバス停 バーチャルバス停
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今回の実証実験について（ひたちMaaSの取組）
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運⾏期間 令和3年6⽉11⽇（⾦）
〜7⽉22⽇（⽊）

利⽤⽅法 「Hitachi MaaS」アプリから検索・予約
または、電話から利⽤申し込み

利⽤運賃 2km以内400円／2km超600円

運
⾏
時
間

9時〜17時⼤沼エリア

宮⽥・助川・
成沢エリア 9時〜12時／14時〜17時
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⽇⽴市内の⼆つのエリアで利⽤できます

- 61 -

⼤沼BRTバス停を中⼼に約2km四⽅のエリア ⼭側の団地エリアを中⼼に約4kmのエリア

宮⽥・助川・成沢エリア⼤沼エリア
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今回実証する新しい交通サービスへのチャレンジ （XXXXXサービス）
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スマートフォンのアプリで予約

電話で予約

サービスの予約⽅法サービスの予約⽅法 予約開始予約開始 指定された場所から乗⾞指定された場所から乗⾞

地図を⾒て指定された
VBS（仮想バス停）から乗⾞

現在地と⽬的地を
指定して配⾞依頼
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その他の取組
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【EV/FCV】⾞両電動化における課題認識
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 国内のバス台数の多くを占める地⽅部で本格導⼊を⽬指すには、EV対応をシステムの根本的な転換を図ることが課題に
なっている。

⾞両調達コストの低減
（1台あたりの導⼊費・

メンテコスト）

EVを前提とした
運⾏オペレーション

への転換

エネルギー管理
ノウハウの獲得

営業所単位での全路線導⼊

地⽅部での導⼊

解決すべき課題

少ない台数での単⼀路線
への試験的な導⼊

導⼊フェーズの本格化
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⾼速バス⾞内でのキャッシュレス決済の展開

 2020年7⽉に⽇本国内で初めてバス⾞内でVisaのタッチ決済を導⼊
 今後も様々な決済サービスを導⼊し、お客さまの利便性向上や業務効率化を推進
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多⾔語
対応

【QRコード決済】 【カード決済(タッチ決済)】

【決済完了画⾯】

【導⼊路線】
茨城交通︓勝⽥・東海―東京線
岩⼿県北バス︓宮古―盛岡線（106急⾏）
福島交通・会津バス︓
会津若松・福島―仙台空港線
福島交通︓郡⼭―福島空港線
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⽬次

- 66 -

1. 公共交通を取り巻く変化

2. どのような取組を、どのようにするのか

3. みちのりHDの具体的な取組について

4. 実証の成果を定着させるために

5. 質疑
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1. 公共交通を取り巻く変化

2. どのような取組を、どのようにするのか

3. みちのりHDの具体的な取組について

4. 実証の成果を定着させるために

5. 質疑
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